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本誌の読者であればすでにご存知の通り、
2017 年4 月14 日に放射線障害防止法等を改正
する法律が公布された。法令改正は2 段階施行
になっており、第一段階は2018 年4 月1 日よ
りすでに施行されている。この第一段階施行分
の中には、放射線障害予防規程の見直し及び教
育訓練の見直しを含んでおり、予防規程に関し
ては2019 年8 月30 日までに、今回の法令改正
に則した変更の届出が必要である。多くの主任
者にとって、予防規程と教育訓練の見直しは、
今回の法令改正において最も影響が大きい事項
であろう。そのため、すでに各所で説明会や議
論が行われているが、本稿では、改めて、法令
改正に伴う教育訓練の見直しについて述べた
い。

放射線障害防止法第22 条により、業務従事
者等に対して放射線障害予防規程の周知を図
り、放射線障害の発生を防止するために必要な
教育訓練を施す義務が事業者に課されている。
そして、施行規則第21 条の2 には、（1）教育
訓練を受講する対象者、（2）教育訓練の開始時
期と実施頻度、（3）教育訓練の内容、（4）教育
訓練の省略について示されており、（5）教育訓
練の時間数に関しては、原子力規制委員会が定
めるとなっている。前記（2）の実施頻度に関
して、これまで「管理区域に立ち入った後にあっ
ては1 年を超えない期間ごとに行わなければな
らない」となっていたのが、今回の改正により

「管理区域に立ち入った後にあっては前回の教

育及び訓練を行った日の属する年度の翌年度の
開始の日から一年以内に行わなければならな
い」となった。これにより、これまで「1 年を
超えない期間ごと」を文字通り解釈して、年々、
教育訓練の開催時期がずれていかざる得ないの
を、例えば毎年4 月に教育訓練を開催するとい
う運用が可能となった。前記（3）に関しては、

「イ.放射線の人体に与える影響（以下、人体影
響）、ロ. 放射性同位元素等又は放射線発生装
置の安全取扱い（以下、安全取扱）、ハ. 放射
性同位元素及び放射線発生装置による放射線障
害の防止に関する法令（以下、法令）、ニ. 放
射線障害予防規程（以下、予防規程）」となっ
ていたのが、ハとニが統合され「ハ.放射線障
害の防止に関する法令及び放射線障害予防規
程」（以下、法令及び予防規程）となった。前
記（5）に関しては、2005 年に出された告示第
72 号には、管理区域に立ち入る者と管理区域
に立ち入らない者とが区別されており、前者に
関しては人体影響 30 分、安全取扱 4 時間、法
令 1 時間、予防規程 30 分（合計6 時間）とさ
れていたが、法令改正により人体影響30 分、
安全取扱 1 時間、法令及び予防規程 30 分（合
計2 時間）と変更された。なお、この時間数に
関して管理区域に立ち入る者と管理区域に立ち
入らない者との区別は無い（ちなみに、電離則
第52 条の5 ではエックス線作業従事者のうち、
透過写真撮影を行う従事者については合計4 時
間30 分の教育を受講することを課しており、
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時間数の記帳は求められていないようである）。
また、「ガイド」には使用の実態等を踏まえて、
初回及び定期の教育訓練の項目及び時間数を決
定する手順及び省略する場合の基準を定めるこ
とを求めている＊1。さて、「適切な項目と時間数」
を自信を持って設定できる主任者はどれほどい
るだろうか?日本放射線安全管理学会が、さま
ざまな利用実態に合わせて教育内容と時間を提
示している4）。この資料は、単独で閉じた施設
においてはたいへん役立つ資料であることは間
違いないが、昨今の大学等における放射線の利
用実態を考えると更なる考察が必要となる。

著者が所属する東北大学にはさまざまな規
模、機能を持った14 の事業所があるが、各事
業所はそれぞれ所属する部局があり、基本的に
は独立した事業所である。そして、放射線作業
を行う職員や学生の管理は部局単位で行ってい
る。これまで本学では、初期教育訓練に関して
は、部局に関係なく、全学講習会と称して6 時
間の座学と1 日の実習をサイクロトロン・ラジ
オアイソトープセンター（CYRIC）で実施し
てきており、この全学講習会の受講歴があれば、
どの部局でも放射線業務従事者の資格が得られ
た（予防規程の教育のみ各部局で行う）。今度
の法令改正に合わせて2 時間のみの全学講習会
は可能であろうか?

学内の事業所には、それぞれ特徴があり、放
射線の使用形態が大きく異なる。全学的な観点
に立てば、決して「限定的な利用」とは言えず、
教育訓練時間が2 時間では短すぎるという指摘
は免れない。そして、各事業所の予防規程に「適
切な項目と時間数」を記載しなければならない

今回の放射線障害防止法の改正と連動はしてい
ない）。改正前の項目と時間設定には以下のよ
うな問題点の指摘があった1）。
・�さまざまな利用形態があるにもかかわらず、
「安全取扱」が一律に 4 時間と規定されてい
るのは不適切である。

・�「法令」と「予防規程」は密接に関連してい
るので、相互に関連付けて確認すべきである。

・�法令を文字通り解釈すると、6 時間の立入り
前教育を受講しないと、管理区域内での訓練
が行えない。
これを受けての今回の改正内容となったわけ

だが、合理的な方向に向かっており、また、多
くの新規放射線業務従事者や主任者にとって負
担の軽減に繋がると考えられ、大いに評価した
い。その一方で、今回の改正内容が大きいだけ
に、その解釈に大きなぶれがあり、主任者の中
でも混乱が生じている。「安全取扱」が4 時間
から1 時間になったわけだが、原子力規制委員
会は「使用の目的及び方法が限定的な放射性同
位元素装備機器又は放射線発生装置を1 台しか
使用していない許可届出使用者を念頭に、最低
限必要な時間数」としている2）。つまり、「安
全取扱」の教育が、1 時間で終わるのは、限定
的な利用しか行わない施設にのみ適用され、さ
まざまな放射線の利用方法が想定されたり、複
数の加速器を利用する場合には1 時間では十分
ではないということになる。原子力規制委員会
が公表している「放射線障害予防規程に定める
べき事項に関するガイド」（以下「ガイド」）3）

には予防規程内に「使用等の実態に応じて適切
な時間数を定めること」を求めており、また管
理区域に立入前又は取扱等業務に従事する前の
教育及び訓練（以降、本稿では「初期教育訓練」
と称する）について、実施した教育及び訓練の
時間数を各項目ごとに記帳することが要求され
ている2）（一方、管理区域に立ち入った後の教
育訓練、「再教育訓練」に関しては項目ごとの

＊1	なお、ガイドによると、外部の研修等を自施設の教育訓
練とみなす場合、その内容が自施設にとって必要なものと
なっているかを確認する判断基準や認定手順を予防規程に
記載することとなっている。アイソトープ協会でも「放射
線業務従事者のための教育訓練講習会」を定期的に開催し
ているが、この講習会を自施設の教育訓練とみなす場合は
予防規程に関連した記載が必要であることに注意
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導入された。主任者の自主性・積極性が求めら
れている。主任者が自発的に自施設の教育訓練
プログラムを構築することは評価されることで
はあるが、その一方で、先に述べた大型加速器
施設に送り出す側と受け入れる側の例のよう
に、主任者間の認識の共有や相互協力がこれま
で以上に必要となるであろう。昨今、どこの大
学機関も厳しい財政状況であり、アイソトープ
の利用減もあいまって、学内放射線施設はどこ
も苦しい台所事情となっている。このような中
で、主任者の負担を増やすような教育訓練は「業
務の改善」とは言えない。今回の法令改正をむ
しろ好機と考えて、主任者が力を合わせ、全く
新しい教育訓練の考え方が出てきても良いので
はないだろうか。
「業務の改善」に繋がるのであれば、これま

での教育訓練の慣習にこだわらずに積極的に新
しい技術を取り入れるべきであろう。VR（vir-
tual reality）教育訓練はぜひ実現させたい。「教
育訓練」とは実際は「教育」と「訓練」であり、
座学のみだけでは「訓練」を行ったとは言えな
い。今回の法令改正で、教育訓練時間が短くなっ
た理由の一つに、積極的に「訓練」を取り入れ
て欲しいという規制側の意図がある。昨今、
VR技術の進歩は目覚しく、比較的安価に高い
訓練効果が得られそうである。特に、学外の施
設を利用する場合は、わざわざその場に行かず
に訓練ができ、たいへん有効な手段である。

全国一律の教育内容でなくなるのであれば、
個々の放射線業務従事者の知識を把握すること
も重要となる。自動車免許のように教育訓練も
免許証制度を取り入れるのはどうだろうか。放
射線の基礎的な知識に関する講義を受けたもの
には、どこで受講しようとも免許証が発行され、
更に、例えば、加速器に関連した教育を受けれ
ば、自動車免許証であれば「中型」マークがあ
るように、「加速器」マークが免許証につく。
その免許証を見せれば、受け入れ側の大型加速

ため、これまで通り、全学講習会を各事業所の
教育訓練とするというスタイルを踏襲するので
あれば、学内での足並みを揃える必要がある。

更に、近年、多くの職員・学生はJ-PARC, 
KEK, SPring-8 などの学外の大型加速器施設を
利用するのみで、学内の施設は使わないという
ケースが増えている。本学においても、部局に
よっては7 割以上がそのような人たちである。
これまで、大型加速器を利用する者は、どこか
の事業所の放射線業務従事者に登録されてお
り、当然、最低6 時間の初期教育訓練を受講済
みであるという認識を前提として、受け入れ側
の大型加速器施設では予防規程以外の初期教育
訓練を省略できた。しかし、今回の法令改正に
より、これまでの対応ができなくなる可能性が
ある。

放射線発生装置がない施設では、1 時間の「安
全取扱」に放射線発生装置は含めないであろう。
このように、限定的な教育訓練を受講した放射
線業務従事者は大型加速器施設で作業ができる
だろうか?という疑問が生じる。2018 年6 月
21-22 日、「大型加速器施設の利用に関する放射
線業務従事者教育訓練のあり方に関するワー 
クショップ」（http://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/~ 
tomokazu/rew2018/index.html）（主催：大阪
大学放射線科学基盤機構、大阪大学核物理研究
センター）が開催された。本ワークショップの
立案・企画をされた大阪大学の鈴木智和氏には、
この場を借りて感謝を申し上げたい。本ワーク
ショップでは、従事者を大型加速器施設に送り
出す側の主任者、受け入れる側の大型加速器施
設の主任者、実際の利用者、そして原子力規制
庁がそれぞれの立場で意見を述べ、今後の教育
訓練のあり方に関して話し合われた。詳細は別
の機会に述べたいが、本ワークショップにより、
皆の相互理解が促され、それぞれの立場が持つ
不安はだいぶ解消されたかと思う。

今度の法令改正において、「業務の改善」が
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表わしたものだ。本稿で述べたように、我々主
任者は大きな変革に立ち向かわなければならな
い。主任者の皆様は、ぜひ10 月に仙台に結集
していただき、大いに新しい時代について語り
合っていただきたい。
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器施設の主任者は安心して利用許可を与えるこ
とができる。

以上は著者の妄想レベルの話であるが、主任
者同士が新しい教育訓練に関して熱い議論ので
きる良い機会がある。平成30 年度放射線安全
取扱部会年次大会は、本年10 月25 日（木）、
26 日（金）に仙台市のイズミティ21 で開催さ
れる（詳細はhttps://www.jrias.or.jp/annual_
meeting/index.htmlを参照）。ご存知の通り、
平成は2019 年4 月30 日で幕を閉じ、2019 年5
月1 日から新しい元号が始まる。つまり、今回
の年次大会が平成最後の年次大会となる。これ
を受けて、今回の年次大会のテーマを「久待扶
搖萬里風（ひさしくまつふようばんりのかぜ）、
平成の終わりに」とした。前半の「久待扶搖萬
里風」は、仙台藩初代藩主、伊達政宗が詠んだ
漢詩の一部を引用した。出陣の前、大きく羽ば
たくつむじ風をじっと待っている時の気持ちを

ロングセラー「放射線・アイソトープを取扱う前に―教育訓練テキスト―」を13年ぶりに改訂しました。

2018年4月の法改正にも準拠しています。最新の知見を取り入れながら，従事者だけでなく初心者でも十

分に理解・活用できる内容に全面改訂し，イラストも一新しました。2色刷で分かりやすく見やすい本です。

現場に常備する教育訓練テキストとしても好適の書です。

◆ご注文はインターネットまたはFAX にてお願いいたします。
JRIA BOOK SHOP：http://www.bookpark.ne.jp/jria
BookParkサービス：FAX（03）6674-2252

◆書店でご注文の際は「発売所 丸善出版」とお申し付けください。

編集・発行　公益社団法人日本アイソトープ協会【2018年3月発行】
B5判・114頁　定価2,000円＋税　会員割引価格1,800円＋税

よくわかる
放射線・アイソトープの安全取扱い
―現場必備！教育訓練テキスト―

〒113-8941　東京都文京区本駒込2-28-45
TEL（03）5395-8035　FAX（03）5395-8053

New

1980年に刊行して以来，定評のある第1種放射線取扱主任者試験テキストです。今回は６年ぶりの改訂で，

日々主任者教育にあたる気鋭の執筆陣を迎え，構成を一新しました。2018年4月の法改正にも準拠してい

ます。別冊に最新3年の問題と解答例を収載し，持ち運び便利な分冊対応にしています。2色刷で重要ポイ

ントが一目瞭然，解説も充実しています。放射線に関する基本書として，合格後も頼りになる1 冊です。

◆ご注文はインターネットまたはFAX にてお願いいたします。
JRIA BOOK SHOP：http://www.bookpark.ne.jp/jria
BookParkサービス：FAX（03）6674-2252

◆書店でご注文の際は「発売所 丸善出版」とお申し付けください。

編集・発行　公益社団法人日本アイソトープ協会【2018年3月発行】
B5判・本文：512頁　試験問題：93頁　定価5,000円＋税　会員割引価格4,500円＋税

8版2018　放射線取扱の基礎　
【第1種放射線取扱主任者試験の要点】

─平成27～29年　試験問題と解答例付き─

〒113-8941　東京都文京区本駒込2-28-45
TEL（03）5395-8035　FAX（03）5395-8053

New
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はじめに
　平成 29年度放射線安全取扱部会年次大会（第 58

回放射線管理者研修会）が平成 29年 10月 12，13

日の両日に亘って，淡路夢舞台国際会議場（兵庫県
淡路市夢舞台 1番地）で開催されました。今回の年
次大会は近畿支部が担当し，ホテル併設の滞在型の
大会をすることにより，会員間の親睦をより深める
ことを期待して会場を選定しました。関西・四国以
外の方々は滅多に淡路島を訪れる機会は無いのでは
と揣摩臆測し，ここを開催地に決めましたが，日本
発祥の島を満喫していただけたのではないかと思っ
ております。食に観光に魅力いっぱいの淡路島です
が，他都道府県の方々にとって唯一の難点は交通の
便が悪いことでした。参加者の激減が心配の種では
ありましたが，蓋を開けると 303名もの方々に参加
していただき，実行委員一同胸を撫で下ろしました。
この場を借りて改めて参加者の皆様に感謝申し上げ
ます。
　今回の年次大会のテーマは「はじまりの島　主任
者よ　いざ夢の舞台へ」。放射性同位元素等による
放射線障害の防止に関する法律（放射線障害防止法）
が放射性同位元素等の規制に関する法律（RI法）
になる変革の時代に，主任者が原点に返ると共に夢
を描いて主役として表舞台に立つことを願いまし
た。原点回帰の観点から特に主任者・管理者の知識
知見を深める講演・シンポジウムを選択しました。
法律は言わずもがな，主任者に必要な疫学の知識，
こころのはたらき等興味深い内容ではなかったで
しょうか。各講演・シンポジウムの詳細につきまし
ては，各概要報告をご覧ください。もう 1つは，主
任者の横のつながりをより強固にすると共に，寛い
だ場の提供にも努めました。交流会は勿論のこと，
その後も，分科会主催の「ナイトセッション」と「星
を観る会」を企画しました。ナイトセッションでは
主任者の在り方について侃々諤々の場となりました

（多少，喧々囂々の時もありましたが）。特に星を観
る会は大盛況でした。生憎，天気が悪く天体望遠鏡
は使えませんでしたが，垣下典永船長の楽しいお話
の案内の元，コンピューターグラフィックスによる
宇宙旅行体験を満喫されたことと思います。
　また，今大会で特筆すべきは，功労表彰，放射線
安全管理奨励賞にそれぞれ女性が選ばれたことで
す。これは 3回目の選考において初めてのことにな
ります。男女共同参画社会においては，これからも
女性の活躍が望まれます。

平成29年度放射線安全取扱部会年次大会
（第58回放射線管理研修会）概要報告

平成29年度放射線安全取扱部会年次大会実行委員会

写真 2　平成 29年度部会表彰受賞者
前列左より片岡賢英氏，安岡由美氏，上蓑義朋部会長，
後列左より飯塚裕幸氏，小山由起子氏，吉井勇治氏，鈴木智和氏

写真 1　部会総会風景
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しょうか。各講演・シンポジウムの詳細につきまし
ては，各概要報告をご覧ください。もう 1つは，主
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は使えませんでしたが，垣下典永船長の楽しいお話
の案内の元，コンピューターグラフィックスによる
宇宙旅行体験を満喫されたことと思います。
　また，今大会で特筆すべきは，功労表彰，放射線
安全管理奨励賞にそれぞれ女性が選ばれたことで
す。これは 3回目の選考において初めてのことにな
ります。男女共同参画社会においては，これからも
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　当初は淡路島ということで，歴代の実行委員会の
ようにしっかりした大会が開催できるのかと不安な
船出でありました。しかし，実行委員と関係者の皆
様が知力と体力を目いっぱい使っていただき，大失
策もなく無事終えることができました。本当に素晴
らしい仲間に支えられて，感謝の念に堪えません。
また，協賛企業の皆様には多大なるご支援をいただ
きました。厚く御礼申し上げます。

（矢鋪祐司（実行委員長））

特別講演Ⅰ
「放射線安全管理行政の動向」
（原子力規制庁　松本武彦氏）
　法律名称が「放射線障害防止法」から「RI法」
に変更される重要なときに松本武彦氏から今回の法
令改正の概要についての解説がなされた。松本氏は
今回の法令改正が一方的な上意下達の政策ではな
く，各事業者が責任を持って放射線の安全管理を目
指す改正であると熱意をもって語られた。松本氏は
主任者・管理者の立場も分かった上での対応を心掛
けているようにも感じた。
　法令改正のポイントは何点かあるが，特に大きな
点は，防護措置（セキュリティ対策）の強化，事業
者責任の明確化と業務の改善，そして教育訓練であ
ろう。防護措置の強化については，別途各事業者向
けの説明会がなされているので，今回は触れられな
かった。他方，事業者責任の明確化と業務の改善に
ついては，放射線障害予防規程（予防規程）が非常
に重要となる。今回の法令改正に伴い，全事業所が
予防規程の変更をしなければならず，そこには各責
任者の責任範囲が明示されていなければならない。
これは各事業所も大変な作業となるが，規制当局も
すべての事業所を確認することは不可能であろう。
松本氏によれば，今後，その妥当性については，立
入検査等で是正していくとのことであった。教育訓
練については会場からの質問も多い事項であった。
自分たちで内容や時間を決めていくという点から
は，各事業所の姿勢が問われることとなるであろう。
　いずれにしても，今回の法令改正で事業所の責任
がより一層重くなったことは明らかであり，当局の
指示に従うという思考から，自らが放射線の安全管
理を構築していくという考えを持つように，頭を切
り替えていかなければならない。今回の講演で具体

的な対応は未だ良く分からない点も多々あったが，
今後，各地方において法令改正対応の説明会を随時
開催していくとのことなので期待したい。

（矢鋪祐司）

特別講演Ⅱ
「核医学イメージングでわかる情動のメカニズム－
“ときめき ”の脳科学」
（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究セン
ター　髙橋佳代氏）
　初日から法令や管理の話題が続いていましたが，
特別講演Ⅱでは，放射線利用の最先端のお話を理化
学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター　
髙橋佳代氏にお願いしました。現在，日本国内には
400近い PET施設があり，核医学診断としての PET

は定着しつつあります。特別講演Ⅱでは PET本来
の特性を活かした研究の最前線のお話を分かりやす
く楽しく聴かせていただく機会を得ました。ヒトの
感情を身体の外から探るという，身近だけれど深遠
なテーマを，最新の技法を使って解明するというご
研究です。ご講演では，PETの原理から始まり，研
究の背景，測定に使う PET薬剤（［11C］-ラクロプ
ライド）の意義，心のはたらきを神経伝達物質の測
定から解明する原理などをあらかじめご紹介いただ
きましたので，結果や考察もスッと頭に入ってきた
のではと思います。恋愛中（熱愛中！）の脳では，
恋人の写真を見た時に脳の一部が活性化されて，こ

写真 3　特別講演Ⅰ（松本武彦氏）
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様が知力と体力を目いっぱい使っていただき，大失
策もなく無事終えることができました。本当に素晴
らしい仲間に支えられて，感謝の念に堪えません。
また，協賛企業の皆様には多大なるご支援をいただ
きました。厚く御礼申し上げます。

（矢鋪祐司（実行委員長））

特別講演Ⅰ
「放射線安全管理行政の動向」
（原子力規制庁　松本武彦氏）
　法律名称が「放射線障害防止法」から「RI法」
に変更される重要なときに松本武彦氏から今回の法
令改正の概要についての解説がなされた。松本氏は
今回の法令改正が一方的な上意下達の政策ではな
く，各事業者が責任を持って放射線の安全管理を目
指す改正であると熱意をもって語られた。松本氏は
主任者・管理者の立場も分かった上での対応を心掛
けているようにも感じた。
　法令改正のポイントは何点かあるが，特に大きな
点は，防護措置（セキュリティ対策）の強化，事業
者責任の明確化と業務の改善，そして教育訓練であ
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ついては，放射線障害予防規程（予防規程）が非常
に重要となる。今回の法令改正に伴い，全事業所が
予防規程の変更をしなければならず，そこには各責
任者の責任範囲が明示されていなければならない。
これは各事業所も大変な作業となるが，規制当局も
すべての事業所を確認することは不可能であろう。
松本氏によれば，今後，その妥当性については，立
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ター　髙橋佳代氏）
　初日から法令や管理の話題が続いていましたが，
特別講演Ⅱでは，放射線利用の最先端のお話を理化
学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター　
髙橋佳代氏にお願いしました。現在，日本国内には
400近い PET施設があり，核医学診断としての PET

は定着しつつあります。特別講演Ⅱでは PET本来
の特性を活かした研究の最前線のお話を分かりやす
く楽しく聴かせていただく機会を得ました。ヒトの
感情を身体の外から探るという，身近だけれど深遠
なテーマを，最新の技法を使って解明するというご
研究です。ご講演では，PETの原理から始まり，研
究の背景，測定に使う PET薬剤（［11C］-ラクロプ
ライド）の意義，心のはたらきを神経伝達物質の測
定から解明する原理などをあらかじめご紹介いただ
きましたので，結果や考察もスッと頭に入ってきた
のではと思います。恋愛中（熱愛中！）の脳では，
恋人の写真を見た時に脳の一部が活性化されて，こ
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れをドーパミン受容体の占有率の変化として PET

によって捉えることができることが分かりました。
この部位は報酬系に関わるといわれ，この部位での
ドーパミン系の活性化は恋愛中の喜びに関わってい
る可能性を示されて「ほおぉ…」と納得されている
方もいらっしゃいました。
　引き続いて，恋愛をテーマにした研究のご紹介が
ありました。恋愛中はヒトの気持ちに敏感になるか
というテーマです。このテーマでは，会場にいくつ
かの質問が投げかけられ，聴講者参加型セッション
の雰囲気にもなってきました。ここでは，恋愛感情
が他人の気持ちを読み取る能力に変化を与える可能
性が示され，次のテーマの脳の性差と情動のお話へ
と講演は続きました。まず，脳の性差，性ホルモン
と感情や気質の関係等のご紹介があり，性ホルモン
を制御するアロマテースという酵素を［11C］セト
ロゾールという PET薬剤を使ってイメージングす
ることの説明がありました。研究の結果，意欲や行
動をつかさどる部位にもアロマテースがあることが
判り，意欲や感情障害の解明にアロマテースのイ
メージングが応用できる可能性を示されました。そ
のほかにも，情動に関わる可能性のあるホルモンと
してオキシトシンについて紹介があり，今後の研究
成果に大いに期待したいと思いました。
　“知的好奇心が満たされる”という，理化学研究所
ならではの研究との印象が残った特別講演でした。

（佐々木將博）

特別講演Ⅲ
「フクシマから始める疫学入門」
（京都大学大学院医学研究科臨床統計学講座　田中
司朗氏）
　主任者として安全管理業務に従事する上で，統計
的な概念として人体への放射線のリスクを把握して
おくことも大切である。放射線に関する疫学は人体
影響の分野で主任者が知っておくべき基礎事項でも
あるが，その一方で具体的な調査解析方法等につい
て詳しく理解している者はあまり多くないのが現状
である。そこで，この疫学の分野で用いられる解析
手技等について，今一度立ち止まって学び直すため
の機会を設けることとなった。臨床統計学分野にお
けるエキスパートである田中司朗氏を講師にお招き
し，疫学に関する基礎的な事項から，チェルノブイ
リや福島の疫学調査に至るまで幅広い話題を提供し
ていただいた。まずは，コホート研究等の疫学調査
とはどういう調査方法なのか，その調査結果を統計
的に判断する際に留意すべき事項とは何か等につい

写真 4　特別講演Ⅱ（髙橋佳代氏） 写真 6　特別講演Ⅲ（田中司朗氏）

写真 5　特別講演Ⅲの様子
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策もなく無事終えることができました。本当に素晴
らしい仲間に支えられて，感謝の念に堪えません。
また，協賛企業の皆様には多大なるご支援をいただ
きました。厚く御礼申し上げます。

（矢鋪祐司（実行委員長））

特別講演Ⅰ
「放射線安全管理行政の動向」
（原子力規制庁　松本武彦氏）
　法律名称が「放射線障害防止法」から「RI法」
に変更される重要なときに松本武彦氏から今回の法
令改正の概要についての解説がなされた。松本氏は
今回の法令改正が一方的な上意下達の政策ではな
く，各事業者が責任を持って放射線の安全管理を目
指す改正であると熱意をもって語られた。松本氏は
主任者・管理者の立場も分かった上での対応を心掛
けているようにも感じた。
　法令改正のポイントは何点かあるが，特に大きな
点は，防護措置（セキュリティ対策）の強化，事業
者責任の明確化と業務の改善，そして教育訓練であ
ろう。防護措置の強化については，別途各事業者向
けの説明会がなされているので，今回は触れられな
かった。他方，事業者責任の明確化と業務の改善に
ついては，放射線障害予防規程（予防規程）が非常
に重要となる。今回の法令改正に伴い，全事業所が
予防規程の変更をしなければならず，そこには各責
任者の責任範囲が明示されていなければならない。
これは各事業所も大変な作業となるが，規制当局も
すべての事業所を確認することは不可能であろう。
松本氏によれば，今後，その妥当性については，立
入検査等で是正していくとのことであった。教育訓
練については会場からの質問も多い事項であった。
自分たちで内容や時間を決めていくという点から
は，各事業所の姿勢が問われることとなるであろう。
　いずれにしても，今回の法令改正で事業所の責任
がより一層重くなったことは明らかであり，当局の
指示に従うという思考から，自らが放射線の安全管
理を構築していくという考えを持つように，頭を切
り替えていかなければならない。今回の講演で具体

的な対応は未だ良く分からない点も多々あったが，
今後，各地方において法令改正対応の説明会を随時
開催していくとのことなので期待したい。

（矢鋪祐司）

特別講演Ⅱ
「核医学イメージングでわかる情動のメカニズム－
“ときめき ”の脳科学」
（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究セン
ター　髙橋佳代氏）
　初日から法令や管理の話題が続いていましたが，
特別講演Ⅱでは，放射線利用の最先端のお話を理化
学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター　
髙橋佳代氏にお願いしました。現在，日本国内には
400近い PET施設があり，核医学診断としての PET

は定着しつつあります。特別講演Ⅱでは PET本来
の特性を活かした研究の最前線のお話を分かりやす
く楽しく聴かせていただく機会を得ました。ヒトの
感情を身体の外から探るという，身近だけれど深遠
なテーマを，最新の技法を使って解明するというご
研究です。ご講演では，PETの原理から始まり，研
究の背景，測定に使う PET薬剤（［11C］-ラクロプ
ライド）の意義，心のはたらきを神経伝達物質の測
定から解明する原理などをあらかじめご紹介いただ
きましたので，結果や考察もスッと頭に入ってきた
のではと思います。恋愛中（熱愛中！）の脳では，
恋人の写真を見た時に脳の一部が活性化されて，こ

写真 3　特別講演Ⅰ（松本武彦氏）
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て直感的で分かりやすいデータや事例をとりあげな
がらの解説がなされた。また，これらを踏まえ，福
島県小児甲状腺調査において，現在提示されている
データをどう見るべきか等について，専門家として
の視点からのご意見を伺うことができた。放射線安
全管理の現場において，今後リスク判断を求められ
ることがあるかもしれない。そういった場合に備え
るという意味でも，基礎事項を学び直す好機となった。

（角山雄一）

シンポジウムⅠ
「法令改正を踏まえた事業所の取り組み」
　本シンポジウムは初日の最後のプログラムとして
行われた。平成 29年 4月 14日に「放射性同位元素
等の規制に関する法律」が公布されたことを受け，
各事業所では様々な対応が必要となり，本シンポジ
ウムでは，様々な業態の事業所の方から，法令改正
による現在の対応状況や課題等が紹介がされた。
　まず，大学関連施設を代表して，大阪大学核物理
研究センターの鈴木智和氏より，「大阪大学におけ
る安全文化醸成活動」の演題で紹介がされた。大阪
大学の組織の特徴として，大阪大学放射線障害予防
通則のもと，各事業所で予防規程が定められている
こと。また，学内の事業所間で相互点検が実施され，
本部執行部・事務機構にフィードバックされる旨の
説明があった。その後，原子力規制庁の松本武彦氏
から，大学の取り組みとして良くできているが，大
学全体の通則から各部局の予防規程にどう落とし込
んでいくかがポイントになる等のコメントがあった。
　次いで，核原料物質，核燃料物質及び原子炉の規
程に関する法律（炉規法）施設を代表して，近畿大
学原子力研究所の芳原新也氏より，「試験研究用等
原子炉施設における管理等の状況」の演題で紹介が
あった。原子炉施設においては，既に品質保証の考
え方が導入されており，その経験から品質保証シス
テムを構築するための説明があった。品質保証シス
テムの目的はログ取りで，原因追及を補助する手段
の 1つであるため，安全文化の醸成活動がプロセス
として運用されない限り，勝手に安全意識が向上す
ることがない旨の説明があった。その後，松本武彦
氏から，RI法では，炉規法ほど文書の要求事項は
厳しくなく，安全文化の醸成の活動が主体になる旨
のコメントがあった。

　非密封施設を代表して，日本メジフィジックス
（株）の大熊浩志氏より，「非密封施設における対応
について」の演題で紹介があった。日本メジフィジッ
クス（株）の事業活動及び CSR活動が紹介され，医
薬品 GMPシステムをベースとした PDCAサイクル
の説明があった。その後，松本武彦氏から，医薬品
や医療機器製造を行っている事業所は，当改正を容
易に受け入れられるのではないかとのコメントが
あったが，同時に書類作りが仕事にならないように
する必要がある旨の注意点が示された。
　医療機関施設を代表して，兵庫医科大学病院の琴
浦規子氏より，「病院における法令改正：何をすれ
ばいいの？」の演題で紹介があった。医療機関の対
応について，事業者責務をどのように克服するべき
かという課題が提言された。その後，松本武彦氏か
ら，各医療機関の対応は医師の積極性で決まる旨の
コメントがあった。
　小規模施設を代表して，（株）セービックの三ケ田
大吾氏より，「小規模施設の課題を代表して…」の
演題で紹介があった。放射線障害予防規程に定める
べき事項に関するガイドライン（仮称）案［骨子］
をもとに，小規模施設が抱える課題が紹介された。
その後，松本武彦氏から，ガイドライン骨子では，
手順を定める記載となっているが，手順の表現を
ルールと解釈して対応すると分かりやすい旨のコメ
ントがあった。
　最後に，パネリストが登壇し，会場の参加者から
様々な質問があり，松本武彦氏を含めた活発な討論
が行われた。

（松本　敦）

写真 7　シンポジウムⅠ（左より三ケ田氏，琴浦氏，大熊氏，
芳原氏，鈴木氏）
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　当初は淡路島ということで，歴代の実行委員会の
ようにしっかりした大会が開催できるのかと不安な
船出でありました。しかし，実行委員と関係者の皆
様が知力と体力を目いっぱい使っていただき，大失
策もなく無事終えることができました。本当に素晴
らしい仲間に支えられて，感謝の念に堪えません。
また，協賛企業の皆様には多大なるご支援をいただ
きました。厚く御礼申し上げます。

（矢鋪祐司（実行委員長））

特別講演Ⅰ
「放射線安全管理行政の動向」
（原子力規制庁　松本武彦氏）
　法律名称が「放射線障害防止法」から「RI法」
に変更される重要なときに松本武彦氏から今回の法
令改正の概要についての解説がなされた。松本氏は
今回の法令改正が一方的な上意下達の政策ではな
く，各事業者が責任を持って放射線の安全管理を目
指す改正であると熱意をもって語られた。松本氏は
主任者・管理者の立場も分かった上での対応を心掛
けているようにも感じた。
　法令改正のポイントは何点かあるが，特に大きな
点は，防護措置（セキュリティ対策）の強化，事業
者責任の明確化と業務の改善，そして教育訓練であ
ろう。防護措置の強化については，別途各事業者向
けの説明会がなされているので，今回は触れられな
かった。他方，事業者責任の明確化と業務の改善に
ついては，放射線障害予防規程（予防規程）が非常
に重要となる。今回の法令改正に伴い，全事業所が
予防規程の変更をしなければならず，そこには各責
任者の責任範囲が明示されていなければならない。
これは各事業所も大変な作業となるが，規制当局も
すべての事業所を確認することは不可能であろう。
松本氏によれば，今後，その妥当性については，立
入検査等で是正していくとのことであった。教育訓
練については会場からの質問も多い事項であった。
自分たちで内容や時間を決めていくという点から
は，各事業所の姿勢が問われることとなるであろう。
　いずれにしても，今回の法令改正で事業所の責任
がより一層重くなったことは明らかであり，当局の
指示に従うという思考から，自らが放射線の安全管
理を構築していくという考えを持つように，頭を切
り替えていかなければならない。今回の講演で具体

的な対応は未だ良く分からない点も多々あったが，
今後，各地方において法令改正対応の説明会を随時
開催していくとのことなので期待したい。

（矢鋪祐司）

特別講演Ⅱ
「核医学イメージングでわかる情動のメカニズム－
“ときめき ”の脳科学」
（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究セン
ター　髙橋佳代氏）
　初日から法令や管理の話題が続いていましたが，
特別講演Ⅱでは，放射線利用の最先端のお話を理化
学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター　
髙橋佳代氏にお願いしました。現在，日本国内には
400近い PET施設があり，核医学診断としての PET

は定着しつつあります。特別講演Ⅱでは PET本来
の特性を活かした研究の最前線のお話を分かりやす
く楽しく聴かせていただく機会を得ました。ヒトの
感情を身体の外から探るという，身近だけれど深遠
なテーマを，最新の技法を使って解明するというご
研究です。ご講演では，PETの原理から始まり，研
究の背景，測定に使う PET薬剤（［11C］-ラクロプ
ライド）の意義，心のはたらきを神経伝達物質の測
定から解明する原理などをあらかじめご紹介いただ
きましたので，結果や考察もスッと頭に入ってきた
のではと思います。恋愛中（熱愛中！）の脳では，
恋人の写真を見た時に脳の一部が活性化されて，こ

写真 3　特別講演Ⅰ（松本武彦氏）
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シンポジウムⅡ
「主任者のスキルとしての緊急時モニタリング─そ
のプラットフォーム構築のための教育研究の試み」
　東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故以降，
国や原発立地自治体等が中心となり緊急時の避難計
画の見直し等が行われてきた。こういった計画を実
際の緊急時に実行に移す際に，その判断基準を支援
するもののひとつとして，迅速かつ広域的な放射線
モニタリング体制が必須となる。更には，このため
の人材育成すなわち教育も重要となる。本シンポジ
ウムでは，長崎大学の松田尚樹氏が現在主導されて
いる緊急時モニタリングプラットフォームの整備に
関する 3題の講演が行われた。まずは，座長の松田
尚樹氏より「緊急時対応の考え方と緊急モニタリン
グプラットフォームの位置付け」と題して，緊急時

にどのような対応が要求されるのかの解説と，その
要求を満たすための緊急モニタリングプラット
フォームについての概要や，今年度実施されてきた
人材育成の事例紹介等が行われた。次に，柴 和弘
氏より「緊急モニタリングにおける基準線量」と題
し，緊急時に求められる線量測定とその基準につい
て，論点の整理と提案がなされた。そして最後に，
後藤稔男氏より「緊急モニタリングと原子力防災体
制の接点」と題し，ご自身が宮崎県において継続的
に実施されてきた地元消防との連携について具体的
な事例紹介が行われた。原発事故の教訓を将来に活
かすためにも，我々主任者それぞれが普段から備え
ておくべき課題を改めて見直す契機となる内容のシ
ンポジウムであった。

（角山雄一）

写真 8　シンポジウムⅡの様子

写真 10　シンポジウムⅡ（柴 和弘氏） 写真 11　シンポジウムⅡ（後藤稔男氏）

写真 9　シンポジウムⅡ（松田尚樹氏）
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　当初は淡路島ということで，歴代の実行委員会の
ようにしっかりした大会が開催できるのかと不安な
船出でありました。しかし，実行委員と関係者の皆
様が知力と体力を目いっぱい使っていただき，大失
策もなく無事終えることができました。本当に素晴
らしい仲間に支えられて，感謝の念に堪えません。
また，協賛企業の皆様には多大なるご支援をいただ
きました。厚く御礼申し上げます。

（矢鋪祐司（実行委員長））

特別講演Ⅰ
「放射線安全管理行政の動向」
（原子力規制庁　松本武彦氏）
　法律名称が「放射線障害防止法」から「RI法」
に変更される重要なときに松本武彦氏から今回の法
令改正の概要についての解説がなされた。松本氏は
今回の法令改正が一方的な上意下達の政策ではな
く，各事業者が責任を持って放射線の安全管理を目
指す改正であると熱意をもって語られた。松本氏は
主任者・管理者の立場も分かった上での対応を心掛
けているようにも感じた。
　法令改正のポイントは何点かあるが，特に大きな
点は，防護措置（セキュリティ対策）の強化，事業
者責任の明確化と業務の改善，そして教育訓練であ
ろう。防護措置の強化については，別途各事業者向
けの説明会がなされているので，今回は触れられな
かった。他方，事業者責任の明確化と業務の改善に
ついては，放射線障害予防規程（予防規程）が非常
に重要となる。今回の法令改正に伴い，全事業所が
予防規程の変更をしなければならず，そこには各責
任者の責任範囲が明示されていなければならない。
これは各事業所も大変な作業となるが，規制当局も
すべての事業所を確認することは不可能であろう。
松本氏によれば，今後，その妥当性については，立
入検査等で是正していくとのことであった。教育訓
練については会場からの質問も多い事項であった。
自分たちで内容や時間を決めていくという点から
は，各事業所の姿勢が問われることとなるであろう。
　いずれにしても，今回の法令改正で事業所の責任
がより一層重くなったことは明らかであり，当局の
指示に従うという思考から，自らが放射線の安全管
理を構築していくという考えを持つように，頭を切
り替えていかなければならない。今回の講演で具体

的な対応は未だ良く分からない点も多々あったが，
今後，各地方において法令改正対応の説明会を随時
開催していくとのことなので期待したい。

（矢鋪祐司）

特別講演Ⅱ
「核医学イメージングでわかる情動のメカニズム－
“ときめき ”の脳科学」
（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究セン
ター　髙橋佳代氏）
　初日から法令や管理の話題が続いていましたが，
特別講演Ⅱでは，放射線利用の最先端のお話を理化
学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター　
髙橋佳代氏にお願いしました。現在，日本国内には
400近い PET施設があり，核医学診断としての PET

は定着しつつあります。特別講演Ⅱでは PET本来
の特性を活かした研究の最前線のお話を分かりやす
く楽しく聴かせていただく機会を得ました。ヒトの
感情を身体の外から探るという，身近だけれど深遠
なテーマを，最新の技法を使って解明するというご
研究です。ご講演では，PETの原理から始まり，研
究の背景，測定に使う PET薬剤（［11C］-ラクロプ
ライド）の意義，心のはたらきを神経伝達物質の測
定から解明する原理などをあらかじめご紹介いただ
きましたので，結果や考察もスッと頭に入ってきた
のではと思います。恋愛中（熱愛中！）の脳では，
恋人の写真を見た時に脳の一部が活性化されて，こ

写真 3　特別講演Ⅰ（松本武彦氏）
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ポスター発表
　今年は，全 41題の発表がなされた。内訳は，施
設維持管理・運用・リスクに関するもの 16件，教
育訓練・啓発活動 9件，分科会・委員会・支部報告
から 6件，震災・地域貢献・環境放射能・その他に
関するもの 10件であった。
　会場の円形構造を活かし，パネルを壁面に沿って
配置したので空間を広くとることができ，見やすい
と好評であった。
　発表内容は，日常の管理上の工夫や問題提起，原
発事故に関する調査，放射線計測，また X線講習
に関するもの等様々であり，特色ある発表が多数見
られた。
　ポスター賞は，例年，最優秀賞を選出するが，今
年は甲乙つけがたい優れた発表が多かったため，審
査の結果，優秀賞 3題を表彰した。以下に優秀賞と
講評を記す。

【優秀賞】
「放射線管理区域における汚染拡大のヒヤリハット
事例の紹介」小坂尚樹（東京大学アイソトープ総合
センター）
　業者任せにせず，管理側が現場に入って汚染原因
を突き止める等，日常管理における地道かつ真面目
な業務への取組みが窺えた。この管理姿勢を今後も
維持されると共に，今回のヒヤリハット事例から得
られた教訓を，教育訓練等において是非生かしてい
ただきたい。
「オープン教材を用いた放射線教育の展開」小崎完
（北海道大学工学部）
　先進的なオープン教材を用意され，これを実際の

教育現場で使用されていた。また，これらと実習と
を組み合わせ，学習効果を高める努力もされている。
今後，オープン教材が他の事業所等で活用されるこ
とを期待したい。
「多摩川集水域で採取した底質試料の放射能測定と
組成分析」秋山将人（明治大学大学院理工学研究科）
　環境科学的に非常に良い視点での取組みで，実施
者の頑張りがよく感じ取れた。学術的にも大変興味
深い結果が得られると予想される。今後の継続的な
調査と，より踏み込んだ分析が期待される。

（小山由起子）

相談コーナー
　今回の相談コーナーは，大会 1日目（10月 12日）
12:00～13:30の 90分間，本会場に隣接したメイン
ホールホワイエに開設された。
　相談ブースは，アイソトープ協会による RI供給・
廃棄について，法令（2ブース），RI管理・取扱は
非密封 RIと発生装置・密封 RIで各 1ブースと合計
5ブース開設し，アイソトープ協会を始め，法令検
討専門委員会及び各支部から相談員を派遣していた
だいた。
　今回は 13件の相談があり，前回よりは件数が少
なかったが，1件当たり長く話し込まれている相談
者が多く，管理者としての責任感と相談員の真摯な
受止めによる双方向の良好なコミュニケーションが
窺えた。
　内容に関しては，線源の返却に関すること，廃棄
の方法，許可届出申請の進め方（遮蔽計算含む），
外国人の教育訓練，施設の維持管理，主任者の選任
等，多岐にわたっていた。

写真 12　ポスター発表会場 写真 13　相談コーナー
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　当初は淡路島ということで，歴代の実行委員会の
ようにしっかりした大会が開催できるのかと不安な
船出でありました。しかし，実行委員と関係者の皆
様が知力と体力を目いっぱい使っていただき，大失
策もなく無事終えることができました。本当に素晴
らしい仲間に支えられて，感謝の念に堪えません。
また，協賛企業の皆様には多大なるご支援をいただ
きました。厚く御礼申し上げます。

（矢鋪祐司（実行委員長））

特別講演Ⅰ
「放射線安全管理行政の動向」
（原子力規制庁　松本武彦氏）
　法律名称が「放射線障害防止法」から「RI法」
に変更される重要なときに松本武彦氏から今回の法
令改正の概要についての解説がなされた。松本氏は
今回の法令改正が一方的な上意下達の政策ではな
く，各事業者が責任を持って放射線の安全管理を目
指す改正であると熱意をもって語られた。松本氏は
主任者・管理者の立場も分かった上での対応を心掛
けているようにも感じた。
　法令改正のポイントは何点かあるが，特に大きな
点は，防護措置（セキュリティ対策）の強化，事業
者責任の明確化と業務の改善，そして教育訓練であ
ろう。防護措置の強化については，別途各事業者向
けの説明会がなされているので，今回は触れられな
かった。他方，事業者責任の明確化と業務の改善に
ついては，放射線障害予防規程（予防規程）が非常
に重要となる。今回の法令改正に伴い，全事業所が
予防規程の変更をしなければならず，そこには各責
任者の責任範囲が明示されていなければならない。
これは各事業所も大変な作業となるが，規制当局も
すべての事業所を確認することは不可能であろう。
松本氏によれば，今後，その妥当性については，立
入検査等で是正していくとのことであった。教育訓
練については会場からの質問も多い事項であった。
自分たちで内容や時間を決めていくという点から
は，各事業所の姿勢が問われることとなるであろう。
　いずれにしても，今回の法令改正で事業所の責任
がより一層重くなったことは明らかであり，当局の
指示に従うという思考から，自らが放射線の安全管
理を構築していくという考えを持つように，頭を切
り替えていかなければならない。今回の講演で具体

的な対応は未だ良く分からない点も多々あったが，
今後，各地方において法令改正対応の説明会を随時
開催していくとのことなので期待したい。

（矢鋪祐司）

特別講演Ⅱ
「核医学イメージングでわかる情動のメカニズム－
“ときめき ”の脳科学」
（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究セン
ター　髙橋佳代氏）
　初日から法令や管理の話題が続いていましたが，
特別講演Ⅱでは，放射線利用の最先端のお話を理化
学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター　
髙橋佳代氏にお願いしました。現在，日本国内には
400近い PET施設があり，核医学診断としての PET

は定着しつつあります。特別講演Ⅱでは PET本来
の特性を活かした研究の最前線のお話を分かりやす
く楽しく聴かせていただく機会を得ました。ヒトの
感情を身体の外から探るという，身近だけれど深遠
なテーマを，最新の技法を使って解明するというご
研究です。ご講演では，PETの原理から始まり，研
究の背景，測定に使う PET薬剤（［11C］-ラクロプ
ライド）の意義，心のはたらきを神経伝達物質の測
定から解明する原理などをあらかじめご紹介いただ
きましたので，結果や考察もスッと頭に入ってきた
のではと思います。恋愛中（熱愛中！）の脳では，
恋人の写真を見た時に脳の一部が活性化されて，こ

写真 3　特別講演Ⅰ（松本武彦氏）
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　また，今回は改正法令に関する相談も多く寄せら
れたが，当日午後の原子力規制庁のセッションで改
正法令の講演が組まれていたため，講演内容を聞い
た上で不明な点を質問するよう案内した。
　アイソトープ協会からは各ブースに行きわたる数
の法令集を提供していただき，非常に役立った。
　また，法令検討専門委員会及び各支部からの応援
協力の下，円滑に開設することができたこと，この
場を借りて御礼申し上げる。

（大熊浩志）
交流会
　交流会は，初日，淡路夢舞台国際会議場のイベン
トホールで開催され，196名が参加された。
　イベントホール入口にてウェルカムドリンクで参
加者へのもてなしが行われた。
　イベントホールはすぐにいっぱいになり，定刻通り
矢鋪祐司実行委員長の開会の挨拶，上蓑義朋部会長の
乾杯の音頭により宴会と歓談が始まった。
　その後，ポスター発表優秀賞の表彰が行われ，賞
状と記念品が受賞者に贈られた。
　会が中盤に差し掛かった程に，今回の交流会のメ
インイベントである Awaji Art Circusによるショーが
始まった。Awaji Art Circusとは，世界各国のアーティ
ストが淡路島に集結し，島内各所でパフォーマンス
を披露し，世界に淡路島ひいては日本の魅力を発信
しているプロジェクトである。数あるパフォーマン
スの中で，今回はアイルランド，ニュージーランド
から来た 2人によるトリニティダンス（タップダン
ス）を披露していただいた。会場は音楽と手拍子で
ステージと観衆が一体となり大いに盛り上がった。
　次に，翌日のシンポジウム，特別講演の講師であ
る松田尚樹先生，髙橋佳代先生，田中司朗先生に講
演の紹介をしていただいた。皆，翌日の講演に大変
興味を持たれているようであった。
　会もあっという間に終盤に差し掛かり，東北支部
の渡部浩司支部長より，次年度の年次大会は 10月
25日，26日に仙台で開催されるというご案内があ
り，東北の魅力を存分に紹介していただいた。
　最後に矢鋪実行委員長より閉会の挨拶があり，ま
だまだ歓談が足りない皆様はナイトセッションへ向
かわれ，交流会は閉会となった。

　今回の交流会の料理は，ウェスティンホテル淡路
から提供していただき，一流ホテルの味を皆様に充
分堪能していただけたことは大変良かった。しかし，
想像以上に早い段階で料理がなくなってしまってい
るのが見受けられた。もし足りないと思われた参加
者がおられましたら，この誌を借りてお詫び申し上
げます。

（古屋敷 守）

写真 14　交流会（上蓑義朋部会長乾杯の挨拶）

写真 15　交流会（Awaji Art Circus）

写真 16　交流会場の様子
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